












































































各企業 i(i=1， 2) の財の生産に関する費用関数を G・(Xj) と表わす。ここに
勾は企業 iの生産量である。ここで市場需要関数および各企業の費用関数に
ついて次の仮定をおく。
〔仮定JD' (p)く 0，f' (x)く O
C'j (Xj) >， c勺(Xj)> 0 i=1， 2 












IIl(pd=ρlXl -C1 (Xl) 
を最大にする最適行動をとるものとする。したがって企業 lの最適行動は
① ρ2 :三C'1(0)のときは参入しない。
⑪C'1 (0) 豆ρ2:;C' 1 (D(わ))のとき












ρ2くC'l(0)のとき X2 =D(T2) 
C'l (0)云ρ2::三C'1 (D(T2))のとき X2 =D(わ)-C'll (わ)
ρ2 >C'l (D(れ))のとき X2 = 0 
となる。企業2はこの個別需要関数をもとに利潤関数




③C'  2(D ( C' 1 (0))) 豆ムのとき
企業 2の純粋独占，P2 =fC庁)， X2 =X:f. 
ここに dは次の式を満たす。
f(月)+X:f .f' (庁)=C'2(イ)
⑧ ρ 1~ C'2(Ð(C' 1 (0))) ~Pl のとき
ρ2=C'1 (0)， x2=D(C'1 (0)). 。PlくC'2 (D ( C'1 (0)))かっPl>C'2(0)のとき
ρ2 =P2 =g2 (i2)， X2 =i2・
ここに g2(X)およびんは次の式を満たす。
P=g2 (X)く: )> x=D(t) -C'll (t)， 




P 1 = c' 1 (D (j 1 ) ) ， 
D(C'¥ (0)) 
ρ1 = c' 1 (0) + 7"¥' I r" ~ ~ '"; ¥1 
1 - '-' 1 ，V / I D (C' 1 (0))ー
D(C'1 (0)) 
ρ1 =C'l (0) +;，';..: t: 1 . '-' 1 ，V / I D (C' 1 (0)) 
である。
(iu) (i)， (i)より企業 1の追随者としての最適行動は
④ C'  2(D ( C' 1 (0))) 豆Plのとき
企業 1は参入できない。
⑤ PlくC'2 (D (C' 1 (0)))かっ Pl>C'2 (0)のとき







業 i(i=1， 2) が先導性または追随性を選択したときの利潤関数は，それぞれ
ni(お)=あ・ (D(お)-C';l(お))-Cj(D(あ)-C';l(お)) ， (1) 

















Hらゆ2)=ρ2・(D(わ)-c' C 1 (p 2 ) ) -C 2 (D (わ)-C'I-1 (わ)) 
IIr (ρ2) =ρ2C1ー 1(わ)-C1 (C1一1(れ))
である。これと立場を逆にした場合は
Il1 (ρ1) =ρ1 (D (p 1) -c' 2 1 (T d) -C 1 (D (ρ1) -C'21 (Pd) 




るが， (2)， (3)を見れば分かるとおり，企業 2が先導性を選択する場合，自
分のつけた価格れに対する企業 1の逆限界費用関数C'i1(わ)を，企業 1










dII 1 (わ)Idp 2 = -C' 11 (わ)く O
である。したがってI1 (わ)はρ2の関数としては単調減少である。ここで




II{(あ)> II~(お)， i=1， 2 (4) 
であることが分かる。したがって ρlくPl'C'1 (0) くρ2くPぃ I1lゆ1)> 
o ， II~ (C'1 (0)) = 0であることを考慮すると，I 1 (わ)のとる値は， ρ2
の値がC'1(0) からPlに向かつて大きくなるに従って正の値から負の値に
変化する。したがってある点ρ2において
I 1 (ρ*2) = 0 
となる。同様のことを企業 2についても考えると，先導時と追随時の利潤関
数の差
II2 (Pl) =IIらゆ2)-IIz (p 1 ) 
のとる値は，dII 2 (p 1 ) /d，ρ1=-C'2(Pl)く0，ρ2くP2，C'2 (0)くρIくP2'
Hらゆ2) > 0 ， IIIz (C' 2 (0)) = 0より， ρ1がC'2(0)から P2へ大きく
なるに従って正から負に変化する。したがってある点前が存在して
II2 (P*I) =0 
が成り立つ。ここにP2 = C' 2 (D (t 2 ) )である。
ぷ，必の値のもつ経済学的意味づけは
(イ)引は，企業 1が先導者としてつける価格ρ1がこの討の値より小さ








x=D(p) ，両企業の費用関数 C1 (X)， c 2 (x)によって、決まるのであるから，
両企業の費用関数が異なれば一般に異なる値を取る。したがって
ρ*1 >ρ2 または P*1くρ2















































ここで企業 lを追随者，企業 2を先導者とする。企業 1の嘘情報として考
えられるものは種々あるが，ここではその経済学的意味の解釈のし易さも考
慮、して，企業 1は企業 2に自己の費用関数を
C 1 (x d = C 1 (x 1) +αXl 










P 2= c' 1 (x'" 1) = c' 1 (x'" 1) +α 
より，企業 1の個別需要関数は
Xl =C'i 1 (P2) =C'i 1 CP2一α)
であると企業 2は判断することになる。したがって企業 2の個別需要関数は








D(T2) -C1ー 1(T2一α)=D(わ)-C1-l (わ)
より ，D' (p)く 0，C" 1 (X) > 0を考慮すると，この式を満足する可能性が
ある α とP2の組合わせは
(イ)α>0の場合わ +α>P2>れ




へ， αく Oのときは下方へ，企業 lが真実を伝えたときのそれと比較してシ
フトすることになる。ゆえに企業2の生産量んおよび利潤 Hら(T2)は
付 α>0のとき Hら(T2)>nら(P2)，X2>X2 
ω αく O か Hら(T2)くHらゆ2)， X2くれ
である。すなわちHら(T2)を α の関数とみたとき
dnl2 (T2 (α)) /d.α>0 
dX2 (α) /d，α>0 
である。ここにん (α)，P2 (α)は， αが与えられたときの企業2の均衡生
産量と価格である。このん (α)，P2 (α)は，企業 2の利潤関数が
(5) 企業 2の利潤関数は αの単調増加関数であり， しかもこのことは，自分のつける価格
P2がP2より上昇するか下落するかには関係しない。







より求められ，この式にん =DCP2)-C'11 CP2一α) を代入すると
D(T2) -C'11 CP2一α)+ CT 2 -c' 2 (D CP 2) -c' 11 CP 2一α)))
23 
* (D' CP2) -C'11 ザ2一α))= 0 (5) 
となる。この関係式は任意の αの値について成立し，これより T2(α) を
求めることができる。また T2(α) と αの聞の関係を求めると，それは
drp2 (α) 
dα 
〔1-C" 2 (D' -C' 11 • ) J C' 11 • + CP 2 -C' 2) C' 11 ・







必らず増加するためには，企業 2のつける価格ム (α) が必らず ρ2 より上
昇することが必要条件である。企業 1の利潤関数は
II ~ (T 2) = T 2i 1 -C 1 (i 1 ) 
であるから，真実の費用情報を伝えたときとの利潤の差は
CT 2 i 1 -C 1 (i 1 ) Jー CP2 X 1 -C 1 (x 1 ) J 
である。ここで




とおく。 P2>わであるためには，dX2/dα>0を考慮に入れると，X1>X1 > 
X1， (α>0のとき)， X1 >正1，(αく Oのとき)が十分条件である。さらに利
潤が必らず増加するための条件を求めると，P 2= C' 1 (X 1) +αを (7)に代入
して 0とおくと
(C' 1 (X1) +α) X 1 -C 1 (X 1) =ρ2X1 -C1 (X1) (8) 
であり，これをみたす X1をム (α>0)， (α>0のとき)， X1 (αく 0)，(α 
く Oのとき)とおくと，企業 1が嘘をつくことができるのは，追随者として
の自己の生産量ム (α) が
件)α>0のとき X1 (α> 0)くi1(α)くX1









D(P) =d1 +d2ρ d1>0， d2く O
C1 (X) =α1 +b lX+ClX2 αぃ b1，Cl > 0 
C 2 (X) = a 2 + b 2 X + C 2 X 2 a 2， b 2， C 2 > 0 
とする。ゆえに
D' (p) = d 2， c' 1 (X) = b 1 + 2 Cl X 






ゆ2-b 1) /2 C 1， X 2 = (d 2 一τ~) れ+
ムιl




f C2 ¥ 











0くC2/C1- 1/( 2c1d2 - 1)く 2
より Oくhく lであることが分かる。ゆえに α>0のときは P2>P2' αく
0のときは戸2くρ2が成り立つ。したがって企業 1は αく Oのような嘘はつ
かない。 α>0の場合は
1 ， . • ，. • b 1↓ N 
i1 = (P2一 (b1+α)) / 2 C 1 ， i 2 = (d 2一一一)ん+(d1 +→「一)2 Cl / r" . 2 ιl 
である。一方 i1 α>0) は (8)より
i1 (α> 0) 
一α+v'α2+ (わ -bd2 
2 Cl 
で与えられる。ゆえに
F2一 (b1+α) ー α+v'α2+ (P2-bl)2 i1-i1 α> 0 ) = ~=---~----
Cl 2Cl 
(P2-bl) +kαdα2 + (ρ2 -b 1) 2 




k2α2 + 2kα(P2-bl)-α2=一(1-k2)α(α一一一ーす(わ -b1)) 1 -k・
2k 
より OくαくTτ'k2 (P2 -bdのとき， i1 >i1 (α> 0) となり企業 1の利
潤が増加する。またその最大値は
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